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Ⅴ アウトカム項目

相鉄線いずみ野駅からバスで１０分新和入口バス停下車徒歩約３分、静かな環境に
ある戸建住宅の中のお洒落な２階建の建物です。玄関を入ると貼り絵や理念などが
貼ってあり、３人用ベンチが置いてあり明るい落ち着いた雰囲気です。付近には同
じ法人のグループホームが２ヶ所あり、日頃から防災訓練などで連絡を取り合って
交流しています。
＜優れている点＞
１階のリビングと２階の廊下に立体的に造形した大きな貼り絵が飾られています。
風景などが色彩も鮮やかに浮き上がりとても迫力があります。この貼り絵は利用者
の共同制作によるものです。細かく紙をちぎり台紙に張る人、紙を丸める人、色を
塗る人、デザインを考える人など多くの人が参加しています。事業所はこのような
作業は積極的な気持ちを起こさせ、美しさと生きがいを作り出すものと考え利用者
の活動を支援しています。
＜工夫点＞
利用者は、日頃の生活から離れた所に行きたいという希望があります。外出計画を
早くから発表すると、心も身体も元気になり、楽しみにしています。例えば旭区の
ズーラシア動物園への外出計画は、緑の広場、動物たちの仕草など利用者は日頃と
は違った風景を想像しています。荒天等で行かれない時でも思いをふくらませてい
ます。事業所は多くのメニュー考え、その中から利用者が心に張りを持ち、充実な
暮しへ目標になれば良いと考え工夫しています。

ロマンは、利用者様の日常生活スタイルを尊重し、自宅生活での環境が維持していけ
る様サービス提供しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマン
は、利用者様が日々穏やかに自宅で暮らして頂けるよう、誠意を持って支援していま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所運営を
開始したばかりで、利用者様から教わることが多い事業所ですが、今後成長するため
に事業所努力をして参ります。
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Ⅰ 理念に基づく運営

56 ～ 68

定員　計
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自己評価項目

23 ～ 35
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横浜市瀬谷区阿久和南2-11-18

ﾕﾆｯﾄ数

通い定員
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認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigo/w10/wpJDetails.aspx?JGNO=ST1493400210&SVCD=730&THNO=14100

平成26年2月3日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

）

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成25年9月18日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

 1 ～ 14

サービス種別

定　 員　 等

小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

■ 小規模多機能型居宅介護

□

登録定員

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン 事業所名

 ユニット名

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

事業所玄関内や事務所に理念を掲げて
カンファレンス時・新規職員オリエン
テーション時周知するようにしていま
す。利用者様の支援提供を行っていま
す。理念は開設時から継続しています
が、近い時期カンファレンスを開い
て、全職員一致の元で地域に貢献でき
るよう予定しています。

理念を優しく表現し、室内に掲示して
います。①その人らしく暮らす②自宅
での習慣を大切にする③地域の方々と
のご縁を大切に。目標は職員の連携、
思いやり、明るい雰囲気、利用者の希
望に応える職員の体制です。これらは
会議等で話し合われています。

地域との関係も円滑に進んで
います。小規模多機能事業は
制度自体もまだ地域に知られ
ていない状況ですので、高齢
者の介護の事、レクリエー
ションの事など地域の会合等
でのＰＲも期待されます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

当社の年間行事にて利用者様・職員参
加し、年末の餅つき大会など、地域の
一員として交流をしています。自治会
への加入もしています。

自治会に加入して、回覧板やゴミ掃除
への参加、近所のレストランでの交
流、祭りへの参加など地域の一員とし
て交流をしています。また利用者との
買い物や散歩の時に、地域の人たちと
挨拶をかわしたり交流したりが自然に
行われるようになって来ています。

　

地域の方々に支援等について話す機会
はありませんが、利用相談時に、利用
者様・ご家族様に提案等行っていま
す。

　

２ヶ月に１度奇数月に開催していま
す。地域の関係者等により自治会の予
定や小規模多機能サービス利用状況報
告等の報告や質問を受けサービスに反
映しています。地域住民として利用者
様へ積極的に参加して頂き、サービス
評価も行っています。

運営推進会議には、利用者・家族、自
治会、民生委員、区役所等が参加して
います。地域運動会、事業報告、防災
訓練等を議題としています。地域には
同法人の施設が３ヶ所あり、出席が重
なる参加者の便宜を図り、同日、同会
場、別時間で開催しています。

瀬谷区役所主催の研修会に参加し、事
業所運営に取り組んでいます。運営推
進会議へ参加依頼を行い、小規模多機
能事業所との関係性を築いています。

研修会には、区職員から感染症の知
識、現状対策等の説明があり、出席者
から防災訓練の報告などがあります。
区役所、事業所相互の研鑽の場なり、
理解を深める場所となっています。

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

利用者様の暮らしの中で気付きがある
時はご家族様と話し合いをするように
しています。朝の申し送りや職員にそ
の都度報告を行い周知理解をしていま
す。身体拘束マニュアルを職員が周知
できるよう事務所管理にて保管してい
ます。

事業所玄関での施錠は基本的には行わ
ず、いつでも事業所の出入りができる
よう支援しています。特浴利用時のベ
ルトの使用等腰部以外は行わず、利用
者様の身体機能を生かしたケアを実践
しています。

玄関の施錠はしていません。建物の構
造上、外への出入りは室内から容易に
見ることができます。特殊浴槽では入
浴者にかかるお湯の浮力を押さえるた
めに腰ベルトを着用し安全性を高めて
います。身体拘束禁止の方針、マニュ
アルもあります。

利用者様には、運営推進会議へ出席し
て頂き感想やサービスについて発言す
る場を作っています。日頃送迎時・通
いサービス・訪問時に情報や要望を取
り入れ事業所運営に反映しています。
その都度電話連絡により迅速に対応し
ています。

独居の利用者には、外部の参加者との
面識を得るために運営推進会議の出席
を依頼しています。日頃の送迎やデイ
サービス・訪問時の情報は、すぐ所長
に届き、打ち合せで共有しています。
必要な場合には家族と電話連絡により
対応しています。

制度について専門的に活用は十分には
できていないが、管理者が研修や講習
の講師を担当し、教える側や教わる側
の学ぶ機会は持っています。

利用者様や家族様と話し合い、対応し
ています。書面にて説明をし、同意を
得るよう行っています。

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

法人主催の勉強会・日々の業務の中で
指示出しを行い、職員同士が実践して
います。

朝の申し送り・個別相談・カンファレ
ンスを個別に行っています。日々の製
作や利用者様への接遇に関して業務改
善を図っています。その後話し合った
議題に対して評価と進行具合を実践に
活かしています。

申し送り、個別相談などで得た意見
は、管理者が把握するとともに職員間
で共有しています。日々のレクリエー
ションや行事は、事前準備を充実さ
せ、食事メニューも利用者の意見を取
り入れ、接遇に関する業務改善も行わ
れています。

人事考課表を行ったり、職員と個別に
話し合い、アドバイスや目標設定を伝
えています。勤務時間も生活に合わせ
て臨機応変に労働時間管理をしていま
す。

初回面接及び契約時におこなっていま
す。中には緊急性の依頼があるので全
てではありませんができる限り、サー
ビスを円滑に進行できるように、話し
合いを行っています。

法人主催の事例発表会を開催したり、
勉強会を通じて交流を図っています。

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

初回面接及び契約時におこなっていま
す。中には緊急性の依頼があるので全
てではありませんができる限り、サー
ビスを円滑に進行できるように、話し
合いを行っています。就労している家
族が多いので、出来る限り時間調整
し、対応しています。

利用者様・家族様と話し合ってニーズ
を把握できるよう対応し信頼関係を構
築し、サービスに繋げています。また
法人内で情報共有し適正なサービス選
択が可能になるよう対応しています。

日々の生活の中で職員と利用者様が声
をかけ合い共同して過ごせるよう心が
けています。

日々の生活の様子を気付きとして情報
共有をしています。連絡帳や送迎時に
関係性を深めていけるようにしていま
すが、就労多忙の家族様が多いので電
話を通じて対応しています。

利用者様の生活を大切に支援していま
す。個別的な支援はできていないが、
送迎時に近隣住民との挨拶や立ち話を
余裕を持てるよう支援しています。今
まで築きあげてきた担当医師との関係
性を保つ事で病歴に対する不安から軽
減できるよう支援しています。

利用者の自宅での暮らしを大切にし、
近隣の人達と和やかに挨拶や会話など
交流が出来るように支援しています。
また利用者が病気に対して不安感を持
たないようにかかりつけの医師、薬剤
師と綿密な連絡を取り支援出来るよう
努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

契約終了時でも書類提出時の訪問によ
る話し合いをしています。

利用者様同士の関係性を重視していま
す。集団レクリエーションだけではな
く、余暇時間に利用者様同士がゆとり
が持てるよう職員は配慮し対応してい
ます。

利用者様の希望を重視し、来所時や自
宅訪問に出向いて話合い、不安のない
よう配慮し、家族様との情報共有を
図っています。

利用者の体調により、デイサービスを
拒否することもありますが、時間をか
けて話し合い、楽しい雰囲気で参加で
きるよう家族とも話し合っています。
利用者の希望を大切に、暮らしに目的
を持たせ本人のやる気を引き出すよう
に努めています。

利用者様との信頼関係を構築していき
ながら、プライバシー保護に努めてい
ます。ここでは、生活暦等の把握につ
いて、初回訪問・日々の訪問・来所時
の会話等から現在までの様子を伺い把
握できるよう努めています。

利用者様の体調管理や今まで培ってき
た財産を活かせるよう、歌をいっしょ
に歌ったり、製作を含めた、作業療法
的に行えるよう提供し、日々の連絡帳
で報告したり、ケース記録残していま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

利用者様や家族様と話し合い、サービ
スに反映しています。職員との意見交
換を含めて状態把握をし、行っていま
す。

職員が毎日の送迎時やサービス提供時
に汲み上げた利用者や家族の希望や意
向を毎月のカンファレンスで話し合っ
ています。利用者の現状を見て検討
し、良い方向を介護サービス計画に反
映しています。

日々の記録は連絡帳・個人ファイル・
申し送り・ケアカンファレンス等情報
共有しています。

サービス変更や緊急時の対応、通院受
診、外出支援を必要時又は希望がある
場合支援変更し対応しています。

運営推進会議や消防訓練を通じて情報
共有しています。外食支援や図書館や
ビデオレンタル屋に行き、日々の変化
を付け、地域交流を図っています。

通院は基本家族対応としていますが、
付き添いが必要な利用者様や独居の利
用者様に対しては必要に応じて支援し
ています。

利用者の主治医との連携を基本としつ
つ病状の急変等に備えて協力医療機関
との連携体制を整えています。通院は
家族対応を基本としていますが付き添
いが必要な利用者には職員が対応して
います。受診内容は利用者状況表や朝
の申し送りで共有しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

申し送りや業務日誌を活用していま
す。看護師不在時に対応していた受診
結果や服薬変更を伝えています。家族
様から報告で変化があった時連携を
図っています。同法人力を活かし、早
めの対応を行い支援をしています。

入院時医療連携室相談員と連絡調整を
行っています。入院にお見舞いに伺
い、その際相談員との顔合わせや退院
に気についてその都度確認し、信頼関
係を維持していけるよう機会を設けて
います。

年２回の消防訓練を実施しています。
運営推進会議でも話し合っています。
訓練内容として実際に視界を遮り、煙
のような物をフロアー内に演出し、訓
練をしています。事業所管理として備
蓄品を用意し、法人としても用意して
います。

消防署の指導を得て、近隣のグループ
ホームと協同して緊急連絡網を構築
し、火災や災害時の協力体制を整えて
います。スプリンクラーや消火器、非
常通報装置等が設置されロッカーには
転倒防止策が施されています。避難訓
練ではスモーク体験をしました。

消防署や近隣のグループホー
ムとの協力体制は整っていま
すが、地域住民の協力を得た
消防訓練は実施されていませ
ん。今後地域住民との協力体
制構築についての検討も期待
されます。

等事業所には現在終末期を迎えられて
いる利用者様はいません。サービス変
更について柔軟に対応が出来る事を伝
えています。

現在、重度化や終末期に向けた指針は
ありません。看取りの経験もありませ
んが、在宅で重度化や終末期を迎える
利用者のためにどのようなケアや支援
ができるか検討しています。研修に参
加すると共に職員間で話し合いや勉強
会を行っています。

緊急時への予防指示は朝の申し送り時
サービス開始前に行っています。消防
署からの指導があった事をロマンでは
対応できるようホワイトボードに利用
定員を毎日記載し、避難人員確認のた
め対応しています。マニュアルを活用
し事務所に緊急時対応・災害対応マ
ニュアルを管理者不在時でも周知でき

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

自立支援を基本に声かけ及び見守りを
行って対応しています。トイレ誘導時
の際には周囲に配慮しながら、個別に
対応するよう心がけています。

職員は利用者と目線を合わせ親しみを
込めた丁寧な言葉遣いで応対していま
す。人格を尊重し誇りやプライバシー
を損ねない対応を心掛けており、管理
者は日々のケアの中で馴れ合いによる
業務態度や言葉の乱れがないように、
常に注意を払っています。

基本は利用者様の一日をどう過ごした
いのかを送迎時聞き出し、花の水やり
や休憩がしたい等意思決定をして頂い
ています。出来る限り話し合う事を心
がけています。

日常生活の過ごし方を重視していま
す。休憩や気分転換に外気浴をして頂
いたり、一日を個別の利用状況に合わ
せて対応しています。

外出する意欲を大事にし、実感して頂
けるように対応しています。訪問時に
お化粧をされている利用者様への声か
けや衣類の選定を職員といっしょにし
ています。買物支援により、近隣のお
店に行き、精神的なストレス軽減を支
援しています。

味付けのアドバイスを頂いたり、片付
けやテーブル拭きを手伝って頂いてい
ます。利用者様個別に刻み食や食べや
すい食事形態に対応する事で食事に対
する意欲向上に支援しています。同法
人のレストラン風の音へ外食支援をし
ています。

食材は業者に依頼しています。献立は
当日の調理担当の職員が決めますが、
利用者との会話を参考にすることもあ
ります。会話を楽しみながら食事をす
るグループ、習慣で静かに食事をする
グループがあります。同法人のレスト
ランで外食を楽しむこともあります。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

季節によって利用者様の状態を職員へ
報告し、個別に対応しています。利用
者様によっては、刻み食やとろみを使
用した支援を行っています。既往歴に
配慮した食事提供・水分提供を行って
います。

食事前の口腔体操を行い、口腔ケアは
利用者様一人一人に応じた見守りや介
助・声かけで対応していますが、利用
者様によっては口腔ケアをされない方
も日によっています。利用者様を尊重
し、しない日も現状としてあります。

車椅子利用の利用者様に対して身体状
況に応じて、トイレで行えるよう、職
員２人体制で行っています。一人一人
周囲に配慮した声かけ・見守り・介助
で支援しています。

基本的には２時間ごとや本人の様子、
排泄チェック表を基に誘導していま
す。利用者のプライバシーに配慮して
入浴前や食事前、レクリエーション前
など動機付けをして声掛けをしていま
す。また失禁対策では体操等で排尿し
やすい工夫をして自立につなげていま
す。

水分摂取・レクリエーション・体操を
通じて取り組んでいます。お食事にも
なるべく野菜を多く召し上がって頂け
る様に対応しています。好みがありま
すが、声かけ等で対応しています。

利用者様の希望日を契約時及びその日
の体調に合わせた利用提供を行ってい
ます。気分や体調の変化に対応できる
よう時間調整も行い、臨機応変に支援
をしています。入浴剤の使用は皮膚疾
患や精神的疾患を抱えている利用者様
がいるため使用は控えています。

入浴は利用者の自宅環境を考慮し、本
人、家族の希望や当日の体調に合わせ
て実施しています。個浴と車いす対応
の機械浴があり、どちらも十分な広さ
と清潔さを保っています。利用者の状
態によっては２人介助をしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

利用者様の自宅環境に合わせられるよ
う、畳の居室及び洋室を設置していま
す。利用者様の身体状態に合わせた電
動ベッドを設置する事で、日々安心し
て心身共に負担を軽減が図れるよう支
援しています。

利用者様個別用途方法に分けた袋を用
意し、処方ごとに服用できるよう対応
しています。新しい薬剤情報を家族
様・利用者様から頂き、健康管理の対
応しています。

製作を通じて準備を利用者様に楽しん
で頂いています。役割や得意な事を活
かして、頂ける様心がけています。

一人一人生活環境によって外出が困難
な方、利用者様の体調や気分が優れな
い利用者様へ散歩や外気浴をする事で
その時の季節の移り変わりを感じって
頂けるよう支援しています。

天気の良い日は散歩に出掛けていま
す。初詣や夏祭り、紅葉狩り等の季節
行事の他に公園や動物園への遠足など
外出支援の充実を図っています。また
個人的な買い物や図書館への付き添い
等、個別支援も積極的に行っていま
す。

初回面接・契約時に予め紛失の恐れの
ある金銭・高価なアクセサリー類の持
ち込みについて話合っていますが、利
用者様の希望を伺い、家族様へ周知し
て頂く対応をしています。買物支援や
外出意欲を向上するためにも、支援し
ています。

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

連絡をいつでも安心して取りたい時、
事業所の電話を使用できます。又携帯
電話を念のため持参したいという希望
にもお答えし、対応を行っておりま
す。

季節毎に職員といっしょにフロアーの
飾りつけを行っています。カレンダー
等をぬり絵にして自宅に持ち帰ったり
して頂いています。

居間兼食堂は整理整頓され歩行の妨げ
になるものはありません。居間の奥に
は和室やソファーベッドが設えてあり
食後の休息に利用しています。季節ご
とに過ごしやすい空調管理をして不快
な臭いもありません。利用者の状態に
合わせた音楽も流れています。

静養室を設けています。ソファーベッ
トを活用し、カーテン・パーテーショ
ンを使用しプライバシーに配慮した対
応を行っています。ＤＶＤ鑑賞等で利
用者様同士で談笑されたりしていま
す。

基本的に利用者様の生活スタイルを尊
重しています。書物やラジオ・思い出
の写真を持参されています。

居室は洋室６、和室２部屋あり利用者
の希望で選べます。宿泊時にはラジオ
や本など自宅で使用している馴染みの
ものを持参するようにアドバイスをし
ています。趣味の道具を持参する利用
者もいますが、大きな音が出る楽器等
は断る場合もあります。

事業所環境としてスロープや手すりを
設置している事で、日常生活の中で、
本来介助が必要な利用者様でも介助さ
れずに自立した生活が過ごせるように
工夫しています。又介助が必要でない
利用者様でも、体調に変化があれば、
使用できるようには配慮し、安心・安
全に工夫しています。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名　小規模多機能型居宅介護事業所　ロマン

目標達成計画 作成日：　平成２６年　１月　２０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議を生かした取り組みに関し
て、２ヶ月に１度定期的に運営推進会議を
開催しています。区役所及び地域包括支援
センターへ通知していますが、区役所職員
の参加理解が得られていないのが現状と思
われます。通知や参加方法について検討課
題として必要。

運営推進会議だけではなく、日頃から事
業所と地域との関わりを持ち、地域とし
て異議のある会議を目指します。

自治会含め日頃から行政・地域包括支援セン
ターとの関係性を連携含め築き上げていく。
主に行政主催の研修・地域との消防訓練や行
事へご利用者様との参加をしていき、事業所
を知ってもらえるよう取り組んでいく。

１２ヶ月

2 54

居心地の良い共用空間作りに関して、日頃
目立つ箇所しか清掃ができていないのが、
現状としてあります。目が行き届かない部
分は定期的な確認及び作業ができていな
い。フロアー・トイレ・浴室・台所といっ
た共用箇所について業務内容としてしっか
りできているが、継続的に衛生管理が必
要。

ご利用者様、職員の体調維持や精神的な
不快を感じさせないように、清掃業務を
行っていく。現在徹底ができている箇所
は現状維持できるように目指します。

事業所１階及び２階の空調・換気扇のフィル
ター清掃をご利用者様に不快を与えないよう
に定期的に行う。ご利用者様のペースを重視
し、季節感や体調に合わせた空間作りを配慮
し、サービス提供していく。事業所内の扉の
換気場所の清掃も見落とさないようにしてい
く。フロアー内の製作（貼り絵）は継続的に
演出していく。

１２ヶ月

3

4

5

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


